
日
本
共
産
党
大
田
区
議
団
は
５
日
、

区
内
団
体
と
と
も
に
櫻
井
教
育
委
員
長

に
対
し
、
区
立
中
学
校
の
歴
史
・
公
民

教
科
書
採
択
に
つ
い
て
抗
議
を
行
い
ま

し
た
。

大
田
区
教
育
委
員
会
が
、
区
立
中
学

校
29
校
の
約
１
万
人
の
中
学
生
が
２
０

１
２
年
か
ら
４
年
間
使
う
歴
史
と
公
民

の
教
科
書
採
択
で
、
侵
略
戦
争
美
化
し
、

現
憲
法
敵
視
の
育
鵬
社
版
を
採
択
し
ま

し
た
。
都
内
の
市
区
町
村
で
の
育
鵬
社

版
採
択
は
初
め
て
で
す
。

こ
の
抗
議
行
動
に
は
、
日
本
共
産
党

大
田
区
議
団
、
同
大
田
地
区
委
員
会
、

東
京
南
部
法
律
事
務
所
、
新
日
本
婦
人

の
会
大
田
支
部
有
志
で
、
侵
略
戦
争
の

反
省
は
戦
後
日
本
の
出
発
点
で
あ
り
国

際
社
会
一
員
と
し
て
の
絶
対
条
件
だ
と

し
て
、
採
択
の
撤
回
と
採
択
手
続
き
の

や
り
直
し
を
求
め
る
抗
議
文
を
櫻
井
教

育
委
員
長
に
渡
し
ま
し
た
。
党
区
議
団

を
代
表
し
て
抗
議
文
を
手
渡
す
大
竹
区

議
（
写
真
）
。

日
本
共
産
党
大
田
地
区
委
員
会
は

「
原
発
か
ら
の
速
や
か
な
撤
退
を
」
署

名
４
０
６
８
筆
を
第
１
次
分
と
し
て
国

会
に
届
け
ま
し
た
。
署
名
提
出
に
は
地

元
住
民
と
、
大
竹
区
議
を
は
じ
め
４
人

の
区
議
会
議
員
あ
わ
せ
て
23
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

対
応
し
た
笠
井
亮
議
員
は
、
九
州
電

力
の
や
ら
せ
メ
ー
ル
を
発
端
と
し
て
次

か
ら
次
に
問
題
が
噴
出
、
結
局
政
府
の

保
安
員
ま
で
広
が
り
を
み
せ
て
い
る
こ

と
な
ど
に
ふ
れ
、
「
法
令
を
守
る
意
識

が
希
薄
で
あ
っ
た
」
と
い
わ
せ
る
ま
で

追
い
込
ん
だ
こ
と
な
ど
の
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
拍
手
の
賛
同
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
大
田
地
区
委
員
会

で
は
、
各
議
員
地
域
ご
と
に
駅
頭
や
訪

問
で
署
名
を
集
め
て
い
ま
す
。

参
加
者
か
ら
は
「
中
小
企
業
を
訪
問

し
て
署
名
を
お
願
い
し
た
ら
、
う
ち
の

工
場
支
社
が
福
島
に
あ
る
。
ひ
と
ご
と

で
は
あ
り
ま
せ
ん
と
快
く
署
名
を
し
て

く
れ
た
、
こ
の
署
名
に
は
、
そ
う
い
っ

た
一
人
ひ
と
り
の
思
い
が
こ
も
っ
た
署

名
で
す
」
と
話
さ
れ
、
笠
井
亮
さ
ん
は

「
草
の
根
の
運
動
と
国
会
が
連
携
し
て

切
り
開
い
て
い
き
た
い
」
と
決
意
が
語

ら
れ
ま
し
た

20１1.８ .１４ 大竹辰治区議会だより NO.17４

日本共産党大田区議会議員
発 行 大竹辰治事務所

日本共産党 区議会控室

大田区蒲田 ５－13－14

電話(5744)１４７７

事務所 大田区西蒲田５－９－12

電話(3735)２６１１

自 宅 大田区東矢口３－11－19

電話(3736)４２０２

E-mail:tootake@apricot.ocn.ne.jp

http://www10.ocn.ne.jp/~tootake/

「
原
発
か
ら
の
撤
退
」
署
名
を
国
会
へ

区
立
中
学
校
の
歴
史
・
公
民
教
科
書
採
択

党
区
議
団
が
抗
議

笠井議員に書名簿を渡す参加者



党
区
議
団
と
各
団
体
と
の
来
年
度
予

算
要
望
懇
談
会
が
、
８
月
上
旬
か
ら
始

ま
り
ま
し
た
。

今
年
は
、
東
日
本
大
震
災
は
地
震
と

津
波
に
よ
る
被
害
の
う
え
に
、
原
発
事

故
に
よ
る
被
害
が
く
わ
わ
り
、
未
曾
有

の
大
災
害
と
な
り
ま
し
た
。
大
震
災
を

経
験
し
て
、
何
よ
り
も
命
と
暮
ら
し
を

守
る
政
治
が
国
に
も
地
方
に
も
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
大
田
区
で
は
次

年
度
の
予
算
編
成
の
作
業
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
日
本
共
産
党
大
田
区
議
団

は
、
毎
年
「
予
算
要
望
懇
談
会
」
を
開

き
、
各
団
体
か
ら
の
要
望
を
も
と
に
、

区
長
へ
予
算
要
望
書
の
提
出
、
議
会
で

の
議
案
提
出
、
本
会
議
質
問
、
委
員
会

で
の
発
言
な
ど
粘
り
強
く
取
り
組
む
中

で
、
（
仮
称
）
障
が
い
者
総
合
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
の
建
設
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
助
成
、
放
射
線
量
測
定
等
実
現
さ
せ

て
き
ま
し
た
。

７
月
23
日
か
ら
25
日
ま
で
の
３
日
間
、

奈
良
市
で
開
催
さ
れ
た
「
第
53
回
自
治

体
学
校
」
へ
党
区
議
団
４
人
で
参
加
し

ま
し
た
。
「
自
治
体
学
校
」
は
毎
年
、

こ
の
時
期
に
全
国
か
ら
、
地
方
議
員
や

研
究
者
、
自
治
体
職
員
な
ど
が
約
１
０

０
０
名
参
加
し
、
初
日
は
全
体
会
で
、

奈
良
県

文
化
会

館
大
ホ
ー

ル
で
記

念
講
演

と
リ
レ
ー

ト
ー
ク

が
行
わ

れ
ま
し

た
。２

日

目
は
、
「
民
営
化
と
の
対
抗
戦
略
」
の

分
科
会
に
参
加
し
ま
し
た
。
大
田
区
で

も
民
営
化
や
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入

が
が
す
す
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

し
か

し
、
指
定
管
理
者
制
度
で
は
５
年
間
で

指
定
業
者
が
変
わ
り
、
継
続
性
や
専
門

性
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

３
日
目
は
全
大
会
で
、
自
治
体
学
校

長
の
中
島
信
徳
島
大
学
教
授
が
「
充
実

し
た
地
方
自
治
体
の
担
い
手
を
育
て
る
」

と
特
別
講
演
を
し
、
「
市
民
を
信
頼
し
、

市
民
の
心
に
響
く
運
動
や
政
策
を
提
案

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
」
と
強
調
し

ま
し
た
。

７
月
28
日
、
党
区
議
団
５
人
で
地
下

機
械
式
駐
輪
場
「
エ
コ
サ
イ
ク
ル
」
の

見
学
会
に
行
き
ま
し
た
。

エ
コ
サ
イ
ク
ル
は
、
地
下
部
の
小
さ

な
入
庫
口
か
ら
、
自
転
車
を
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー

に
地
下
の
自
動
的
に
収
納
す
る
駐
輪
シ

ス
テ
ム
で
す
。
地
下
に
多
数
の
自
転
車

を
収
納
し
、
地
上
は
広
い
空
間
が
確
保

で
き
る
こ
と
か
ら
、
放
置
自
転
車
対
策

と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
ず
Ｇ
Ｉ
Ｋ
Ｅ
Ｎ
エ
コ
プ
ラ
ザ
駐
輪

場
は
１
基
１
４
４
台
と
、
地
下
駐
車
場

「
エ
コ
パ
ー
ク
」
１
基
50
台
を
見
て
、

品
川
駅
港
南
口
に
あ
る
「
こ
う
な
ん
星

の
公
園
自
転
車
駐
輪
場
」
６
基
１
２
２

４
台
に
行
き
ま
し
た
。
自
転
車
を
入
れ

る
と
地
下
収
納
庫
へ
Ｉ
Ｃ
タ
グ
で
簡
単

に
操
作
で
き
、
入
出
庫
に
は
平
均
で
13

秒
（
自
動
車
は
平
均
25
秒
）
の
速
さ
に

驚
き
ま
し
た
。
大
田
区
か
ら
も
問
い
合

わ
せ
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

各団体と予算要望で懇談する党区議団

自
治
体
学
校
に
参
加

ホ
ン
モ
ノ
の
地
方
自
治
体
は
こ
こ
に
あ
る

各
団
体
と
の
予
算
要

望
懇
談
会
は
じ
ま
る

地
下
駐
輪
場
見
学
会

こうなん星公園自転車駐輪場

法律相談
顧問弁護士による法律相談です。

お気軽にご利用ください(毎月第２水曜日)

９月１４日
午後１時～３時

場所 大竹辰治事務所（西蒲田大城通り）

事前にお電話ください℡（3735)２６１１


